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1. はじめに 
・ このドキュメントは、とくに最初に Powered BLUE 555サーバーを導入するにあたっ
ての、簡単な初期設定方法や、セキュリティーパッチのアップデート、LCDコントロ
ールパネルの操作方法といった基本的な内容を解説します。 
 

・ Powered BLUE 555サーバーは、OSに「Turbolinux Applience Server 1.0 Hosting 
Edition」を採用し、Open Source Cobaltベースのユーザインタフェースを搭載した保
守性に非常に優れた製品です。アップデートは、Turbopkgと呼ばれるパッケージ管理
ツールで管理画面から容易に行うことができます。 
 

・ また、Turbolinux の機能とは別に、シリアルコンソールやシステムの温度や冷却ファ
ンの監視といった、ハードウェア由来の Powered BLUE 555専用の拡張機能が実装さ
れています。 
 

・ Powered BLUE 555サーバーは、従来からのコバルトユーザーを意識しており、LCD
コントロールパネルや管理画面を違和感なく使えるように、カスタマイズされていま

す。 
 

・ Powered BLUE 555サーバーは２つのネットワークインタフェースを持っています。
特にプライマリ・インタフェースについては、サーバ前面の LCDコントロールパネル
を操作して IPアドレスを設定することができるため、初期設定も楽に行えます。 
 

・ 実際のサービスの設定や操作方法については、「Turbolinux Applience Server 1.0 
Hosting Edition 操作ガイド」(以下、操作ガイド)をご参照ください。 
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2. 管理画面へのアクセスと初期設定 
2.1. ＬＡＮインターフェースについて 

サーバーは２つのネットワーク・インタフェースを背面に装備しています。 
 

 

 
 
○ プライマリ・インタフェース（LAN1）は、DNS・MAIL・WEB を公開するため
に使用する主要なインターフェースです。プライマリ・インタフェースのネット

ワークは LCDコントロールパネルで設定することができます。 
 

○ セカンダリ・インタフェース(LAN2)は、主として保守のために使用することがで
きる予備的なインタフェースです。セカンダリ・インタフェースは既定値として、

192.168.0.1/255.255.255.0のネットワークが割り当てられています。 
 

 
Powered BLUE 555サーバーの管理画面へは、どちらのインタフェースを使用しても、ア
クセスすることができます。次項では、Powered BLUE 555サーバーのプライマリ・イン
タフェースを使用した一般的な設定方法を紹介します。 
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2.2. 管理画面のアクセスから初期設定までの手順 
 
① 電源の投入 
ネットワークをプライマリ・インタフェースと接続し、サーバの電源を投入します。

サーバの主電源スイッチは背面にあります。前面にはソフトスイッチである電源ボタ

ンがあります。主電源のスイッチが ON の場合は、前面の電源ボタンを押すと電源が
投入されます。 
 

② LCDで IPを設定 
サーバーの起動後、LCDコントロールパネルを使って、プライマリ・インタフェース
のネットワークを設定します。液晶パネルの選択ボタン  で、「Network Setup」を
選び、決定ボタン  で決定してください。プライマリ IPアドレスの入力画面になり
ます。４つの矢印ボタン     を操作して IP アドレスを入力し、入力が終っ
たら、  で決定します。同様に、ネットマスクとゲートウェイを設定します。 

 
③ ウェブブラウザで管理画面へアクセス 
ウェブブラウザで、設定したプライマリインタフェースの 444番ポート（管理ポート）
へアクセスします。 
 
例）http://192.168.100.201/ 
 

 
（http://192.168.100.200:444/base/wizard/start） 

※ウェブブラウザのポップアップ広告抑止機能が有効になっているとセットアップウィザード

が起動しない場合があります。セットアップウィザードが表示されない場合は設定を無効にして

ください。また、パスワードの初期値は、admin です。 
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④ セットアップウィザードの起動 
初期設定のためのセットアップウィザードが起動します。最初にソフトウェア使用許

諾契約が表示され、本サーバを使用するためには同意する必要があります。 
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⑤ システムの設定 
次にシステム設定画面が表示されるので、ネットワーク設定を確認し、管理者パスワ

ードを決定します。項目やパラメータの詳細については、操作ガイドを参照してくだ

さい。 
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⑥ 製品の登録 
最後に、シリアル番号とライセンスの入力画面になりますので、ライセンス証書に表

記されているコードを入力してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ライセンス登録画面は、操作ガイドでは記載されていません。 
通常ライセンスは出荷時にインストールされています。 
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⑦ 初期設定の終了 
初期設定が終了すると、管理画面が表示されます。 

 

 
 
 



Powered BLUEサーバー 導入ガイド    P11

 

 
 

 

3. 製品のアップデート 
3.1. アップデートについて 
 
アップデートは、セキュリティー強化あるいはバグフィックスのために、サーバーにイン

ストールされているパッケージを更新する機能です。アップデートはターボリナックスの

パッケージ管理ツール Turbopkg で行います。Turbopkg は、ターボリナックス社のＦＴ
Ｐサイトへ接続し、更新情報を取得します。 
 
製品導入時にアップデートを行うことを推奨いたします。 
 
 
3.2. アップデート方法 
 
① 「Turbopkg」タブメニューの「（パッケージ）アップデート」を表示します。 
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 ボタンを度押して、アップデート可能なリストを取得します。 

更新可能なアップデートがあれば、下記のようにリストが表示されます。 
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② アップデートするパッケージを選択します。 

 

 
 
 

 ボタンを押して、アップデートを実行します。ダウンロードするパッケ

ージの量により、数分以上の時間を要する場合があります。 
 
※ 更新パッケージによってはシステムの再起動の必要なものがあります。特にカーネルパッ

ケージ(kernel-2.4.X)では再起動が必要になります。更新結果については、管理者のメール宛

に通知されます。 

 

アップデートが終了したら、  を押して、他に更新可能なリス

トがないか再度確認してください。リストがあれば再度更新します。 
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3.3. インストールについて 
 
「インストール」メニューは、標準システムではインストールされていない開発環境など

の新規パッケージをインストールする機能であり、セキュリティアップデートとは異なり

ます。不要なパッケージのインストールはセキュリティの低下やディスク容量の不要な消

費を発生させますので、本当に必要なパッケージのみインストールするようにしてくださ

い。 
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4. 拡張機能 
4.1. 拡張機能について 
 
Powered BLUE サーバーは、ターボリナックスに含まれていない、ハードウェア由来の
いくつかの拡張機能を実装しています。 
 
 
 シリアルコンソール 
シリアルコンソールは、ＣＲＴモニタやキーボードが無い場所で、ノートブック PC
等を使ってコンソールを表示したり、直接ログインする機能を提供します。 
 
 

 ハードウェアモニタ 
ハードウェアモニタは、温度、冷却ファン、電源、ＲＡＩＤの状態を監視する機能で、

アクティブモニタの監視対象となるコンポーネントとして追加されます。 
 
 
 電子メール拡張 

SSLで保護された SMTP、POP、IMAP（STARTTLS,POP3S,IMAPS）を利用するこ
とができます。 
 
 

 アドバンスド管理 
Syslogに関する転送設定やサーバ設定およびログ収集の状況を表示します。 
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4.2. シリアルコンソール 
 
シリアルコンソールは、CRTモニタが持ち込みにくい場所で、コンソールを出力させる最
もポピュラーな方法です。サーバーと PC の接続は、シリアルケーブル（クロス）で接続
します。 
 
Powered BLUEのシリアルポートは、下図が示すコネクタ(Dsub-9pin)です。 

 
シリアルコンソールを有効にするには、管理画面の「サーバの管理」→「拡張機能＆サポ

ート」→「シリアルコンソール」メニューで、設定します。 
 

 

 
       

設定を有効にするには、サーバーの再起動が必要となります。 
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PC側の端末ソフト(ハイパーターミナル、TeraTerm等)の接続設定を下表に示します。 
 

設定項目 設定値 

ボーレート（ビット/秒） 115200 

データビット 8 ビット 

パリティ なし 

ストップビット 1 ビット 

フロー制御 ハードウェア 

 
 
下図は、Windowsのハイパーターミナルを用いて、ログインプロンプトを表示した例です。 
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4.3. ハードウェアモニタ 
 
ハードウェアモニタは、アクティブモニタ機能の監視対象のコンポーネントとして実装さ

れます。アクティブモニタは、システムやサービスの状態を監視し、異常を検出する機能

です。 
 
状態の変化や異常が検出されると、管理者へメールで通知します。 
 
下図は、ハードウェアを監視するコンポーネントのリストで、リンク先はアクティブモニ

タの各コンポーネントの詳細ページです。 
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 冷却ファンの状態 
CPU ならびにシステム冷却ファンの状態をモニターします。CPU ファンの回転速度
が著しく低下した場合は、システム保護のため強制的にシステムをシャットダウンし

ます。 

 
 温度の状態 

CPUとシステムの温度の状態を監視します。 
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 RAIDの状態 
ディスクに異常が見つかると、レイアウト中で異常ディスクを示します。 

 
 電源の状態 

CPUのコア電圧や電源電圧を監視します。 
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4.4. 電子メール拡張 
電子メール拡張は、電子メールの通信経路を暗号化し保護する次の機能を有効にするため

のインターフェースを提供します。 
・ STARTTLS(SMTPを SSLで保護する) 
・ POP3S(POP3を SSLで保護する) 
・ IMAPS(IMAPを SSLで保護する) 
また、リレー等の設定容易を容易にするために、メール配信設定(mailertable)も追加しま
した。 
 

 
 
使用方法に関する情報は、「ヘルプ」ボタンのリンク先の弊社サイトで提供いたします。 
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4.5. アドバンスド管理 
システム管理に関するより詳細な機能を提供します。 
 
4.5.1. Syslog転送 

Syslog の転送設定を行います。転送先ホストは転送先の Syslog サーバを指定しま
す。転送したいログをチェックします。 
 

 

 
ローカルファイル名と Facility/Priorityは現在の Syslogの設定を表示しています。
転送設定後もローカルファイルへのロギングは継続されます。 
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4.5.2. Syslogサーバー 

本アプライアンスサーバーを Syslog サーバとして利用する場合に選択できます。
Syslog サーバーにする場合は、「Syslogサーバー」の項目のチェックを有効にしま
す。 
「/home/へのロギング変更」の項目をチェックすると、ログの保存先を /var/log/
ディレクトリから、よりディスク容量の大きい /home/log/ ディレクトリに変更で
きます。この場合、ログファイルのパスの変更に伴い、仮想サイトのログ分割保存

および利用統計は機能しなくなることにご注意ください。 

 
 
 
「現在の設定」の項目は、現在設定されている Syslog の出力先のファイルのパス
を表示しています。 
 
Syslogの受信は 514番の UDPポートが利用されます。ファイアウォールが設定さ
れている場合はこのポートを受信可能にする必要があります。 
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4.5.3. ログローテーション 
サイト別にログローテーションの現在の状況を表示します。ログは、その大きさが

ローテーションサイズに達するとローテーションが実行されます。回数はローテー

ションの回数です。 

 
 
詳細アイコンで各サイトに保存されるログの状況を表示します。 

 
ローテーションのサイズは、最大許容ディスク容量に比例して増大します。サイト

の最大許容ディスク容量を大きくすると、結果的にログの保存期間も長くなります。 
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Syslog サーバーの設定項目で、/home/log/ へログの保存先が変更になっている場
合は、変更先のログのローテーション設定が可能です。 

 

 
アイコンをクリックすると選択したログファイルのローテーション間隔とローテ

ーション回数を変更することができます。 
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5. 管理画面の外観（スタイル）について 
 
管理インターフェースの外観には 2 つのスタイル「True Blue」と「Merlot」が用意され
ています。好みによって選択できます。スタイルの違いによって、メニュー構成や機能は

全くかわりません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   True Blue スタイル                 Merlot スタイル 

 
スタイルの切換えは、個人プロフィール・タブメニューのアカウント情報で設定すること

ができます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本サーバの既定スタイルは「True Blue」です。操作ガイドに掲載されて
いる管理画面のスタイルは「Merlot」を使っています。 
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6. LCDコントロールパネルの操作方法 
 
 
6.1. LCDコントロールパネルの機能 
 
LCDコントロールパネルは、液晶表示器と６つ
のコントロール・ボタンで構成されます。コン

トロール・ボタンを使って、次の機能を使用で

きます。 
 
① ネットワーク設定 
プライマリ・インタフェースの設定を、管理画面にアクセスすることなく、簡単にボ

タンで設定できます。 
② 電源機能 
システムの再起動(REBOOT)、または、停止（パワーダウン）することができます。 

③ パスワードのリセット 
パスワードが不明になり管理画面にアクセスできなくなってしまった場合、LCDコン
トロールパネルでパスワードを初期化することができます。 

 
 
6.2. コントロール・ボタン 
６つのコントロール・ボタンは、次の役割を持っています。 
・ 切換ボタン  
主メニューの切換および選択の切換を行います。 
 

・ 決定ボタン  
選択された操作を決定するためのボタンです。 
 

・ 方向ボタン     
選択の切換や、数値入力においては数値の増減と桁の移動を行います。 
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6.3. ネットワークの設定 
 
 を押して、「Network Setup」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Network Setup」が選択されたことになり、プライマリ IPアドレ
スの入力画面に切り替わります。 

 
  でカーソルが位置する桁の数値を増減させることができます。   で入力桁を移動
します。これらの操作を行い、IPアドレスを入力してください。入力が終了したら、  を

押して決定します。 

 
次に、ネットマスクの入力画面が表示されますので、IPアドレスと同様に入力してくださ
い。入力が終了したら、  を押して決定します。 

 
次に、ゲートウェイの入力画面が表示されますので、同様に入力し、入力が完了したら  

を押して決定します。 

 
最後に、いままで入力したネットワークインタフェースのパラメータを保存・適用するか

確認してきます。保存する場合は、   キーでカーソルを[Y]に移動してから、  を押
してください。キャンセルする場合は、[N]にカーソルを移動してから  を押してくだ

さい。 
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6.4. 電源機能（再起動と停止） 
 
 を押して、「Power」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Power」が選択されたことになり、再起動(REBOOT)選択画面に
なります。 

 
再起動する場合は、  を押します。再起動ではなく停止（パワーダウン）を選択する場

合は、  を押して、メニューを切換えてください。 

 
            ↓↑   ボタンで、再起動(REBOOT)と停止(PowerDown)が交互に

切り替わる 

 
 
再起動、停止のいずれかを選択し、  を押すと確認画面が表示されますので、実行する

場合は、[Y]を選択してから、  を押してください。 
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6.5. パスワードのリセット 
 
 を押して、「Reset Password」メニューを表示します。 

 
ここで  を押すと、「Reset Password」が選択されたことになり、本当にパスワードを
リセットしてよいか確認画面が表示されます。 

 
パスワードをリセットする場合は、[Y]を選択して、  を押して決定してください。 
 
リセット後の管理者(admin)のパスワードは、adminになります。 
 
 

株式会社ムービット 
http://www.mubit.co.jp/ 
TEL 03-5390-3553  

FAX 03-5390-3650 
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